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研究成果の概要（和文）：能の謡の楽譜には、テクストの横に「節」あるいは「胡麻点」と呼ばれる記号がつく。われ
われは、その記号が、音の高さや長さを明示していると期待するが、その期待はうらぎられる。高さや長さについて有
益な情報を与えるのは胡麻点ではなく、それ以外のさまざまな指示語である。にもかかわらず、胡麻点は謡の楽譜には
必要不可欠である。それは胡麻点が、謡のテクストのシラブル数を明確に示してくれるからだ。シラブル数の情報は、
謡のような、音数律の変化を基本とする音楽にとっては必要不可欠である。また、胡麻点のかたちは、しばしば手など
で身体的になぞられる。それは、旋律をひとつの身ぶりとしてとらえるための補助道具として機能する。

研究成果の概要（英文）：The traditional notations of Noh chanting have neum-like signs attached at the 
side of song texts. They are named gomaten or fushi. Researchers have tried to read pitches and durations 
from those signs for reconstructing melodies. But most of those researches were not fully successful. It 
is not such signs but rather verbal signs added to the gomaten signs that give singers more precise 
information on pitches and durations. Nevertheless, the gomaten signs are indispensable for the notation 
as well as singing practice of noh. It is because the gomaten shows the number of syllables and melismas 
to singers. It is necessary for singers to know the number of syllables because the rhythmic delivery of 
noh songs is based on the alternation of numbers of syllables in each phrase. In learning process, the 
visual shapes of gomaten are sometimes illustrated or imitated by hand gestures while singing. The 
gomaten signs function as devices for turning song melodies into body gesture.

研究分野： 民族音楽学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 代表者は、日本の伝統音楽の中でも、能を
中心として研究を重ねてきた者であるが、専
門は、日本音楽史ではなく、どちらかといえ
ば、民族音楽学である。民族音楽学は、伝統
音楽の歴史ではなく、むしろ現在に光をあて
る。そして、対象となる種目を、国を越えた
よりひろい世界の中で見るということを方
法上の特徴としている。代表者自身は、そう
いった観点にたって、日本の能楽の現代の実
践の中にみられる興味深い点をほりさげて
きた。代表者の関心のひとつは、日本の伝統
音楽に用いられる楽譜に向けられてきた。伝
統音楽には、その種目独自の楽譜があり、学
習現場において用いられている。伝承におけ
るその働きを明らかにすることが、代表者の
研究テーマの中心にある。本研究の出発点に
なっているのは、民族音楽学研究者としての
代表者がもっている、以下の認識である。 
 
（１）日本の伝統音楽に使用されている楽譜
は、豊かな研究資源であるが、器楽の楽譜研
究にくらべて、声楽の楽譜研究は、遅れてい
る。 
（２）楽譜の記号は、演奏者の「身ぶり」と
音楽の流れを媒介するものとして読みうる
はずだが、そういった観点からの研究は行わ
れていない。 
（３）言語テキストに胡麻点をつけるという
ことがモーラを分節する行為であるという
点、また、そのことが伝統的な歌唱において
重要な意味をもつということが、あまり意識
されてこなかったのではないか。以上の３つ
が、研究の重要な背景を構成することになっ
た。 
 
２．研究の目的 
 能の謡本には、歌われる文言の右側に「胡
麻点」（節、章とも）が付けられている。「胡
麻点」は、能に先行する声明や早歌の楽譜の
影響を受けつつ、一定の役割を担った上で、
創造され、書き込まれた記号だが、この記号
だけから、音の高さ長さを厳密に読み取るこ
とはできない。そのため、音楽史研究におい
ては集中的な関心が向けられていなかった。
では、それは、楽譜としては、不要なものな
のだろうか。ただの飾りにすぎないものなの
だろうか。本研究は、以下の二つのことの解
明を目的としている。 
（１）「胡麻点」の形の歴史的変化や流派間
の違いを比較観察しながら、胡麻点という記
号が担ってきた情報内容を正確に見定める
こと 
（２）「胡麻点」が謡の実践において担って
きた役割を、他種目の楽譜研究も参照しなが
ら推定すること 
 
３．研究の方法 
（１）楽譜の比較作業と考察 
 世阿弥自筆能本や、室町期の写本がのこる

作品数曲をとりあげて、謡本ごとの胡麻点の
かたちを比較する作業をおこなう。胡麻点、
すなわちテクストの傍らに付けられた節の
記号には、様々なバリエーションがあること
を知る。 
 
（２）歌われる現場、暗記現場のフィールド
ワーク 
 能楽に類似した謡をもっている中世芸能
が、日本の各地に伝承されている。本研究で
は、それらの中でも、代表者が、継続的に調
査をおこなってきた、題目立（奈良県）、西
浦田楽（静岡県）、幸若舞（福岡県）に焦点
をあてて、その練習現場のドキュメンテーシ
ョンをおこなう。また、そこで用いられる練
習用のテクストがどのような記号を使って
いるか、また使っていないか、ということを
調べる。 
 
（３）「節」や「胡麻点」の解説書の蒐集お
よび読解 
 能楽の謡の源流とも言われているのが、仏
教儀礼に用いられる声明である。声明の楽譜
には。宗派ごとにバリエーションがある。ま
た、現代の能楽の謡にも、５つの流派があり、 
それぞれが「節」の記号や「胡麻点」の記号
の使い方を独自のかたちで発展させてきて
いる。楽譜の記号を解説した書物の読解から、
宗派や流派ごとの、「節」や「胡麻点」の使
い方の特徴について明らかにする。 
 
４．研究成果 
 上記の研究の方法（１）（２）（３）に対応
させるかたちで、以下、研究成果について述
べていく。 
 
（１）楽譜の比較作業から見えてきたこと 
 「江口」「当麻」は、古い写本も多く残る
謡であるため、この二作品について、様々な
謡本の胡麻点を比較する作業をおこなった。
10 点近くの古写本、そして現代の各流派の謡
本を比較してわかったのは、謡の音域のうち、
「上」とされる音域を中心とした旋律につい
ては、比較的安定度が高いと考えられること、
それに対して「下」とされる音域の旋律につ
いては、その指し示す音域が大きいために、
一義的に旋律が定まらないということであ
る。このことが、胡麻点からピッチの情報を
読み取ることが十分にできないと、現在のわ
れわれが考える大きな根拠なのである。しか
し、情報の不完全さを楽譜の記号の不備とい
う方向だけで考えるのではなく、そもそも、
旋律そのものに、さまざまなバリエーション
が許されていた、と考えることはできないだ
ろうか。謡は、現在においても、音程がしば
しば臨時的に移動するなど、伝承者の間では、
音の高さに対する自由な態度が許容されて
いる。したがって、胡麻点を主たる記号とし
て用いていること、そしてそれが音高の記号
としては不完全であるということは、そうい



った自由気ままさを保証することを意味す
ると考えることはできないか。こういった仮
説に照らして、能の伝承を見直してみると、
地方に民俗芸能として伝承されているもの
と、中央で伝えられているものとの連続性が、
より多く見出せるのではないだろうか。 
 これとは別に、現在の能の５つの流派の謡
本の記号の使用方法について比較する作業
をおこなった。まず上掛り（観世／宝生）と
下掛り（金春／金剛）の違いについて。上掛
りは、現在、胡麻点に向きをまったく見なく
ても、旋律を歌うことができるようになって
いる。つまり、補助的な記号がそれだけ充実
しているのである。一方、下掛り謡本のほう
は、胡麻点の向きを読み取ることを、学習者
に求めることになっている。金春流と金剛流
は、胡麻の向きについて、「横向き」「下向き」
だけではなく「上向き」をはっきり、音高の
上行の意味をこめて利用している。また、金
春流では、「下向き」の胡麻にも注意を向け
なければならない。冗長な説明がなにもない
まま、単独で使われているからである。 
ちなみに、喜多流は、下掛りであるにもかか
わらず、胡麻点の向きはすべて同じであり、
まったく問題になっていない。 
 
（２）歌われる現場、暗記現場のフィールド
ワークから見えてきたこと 
 これについては、代表者が従来から研究を
つづけている３つの民俗芸能（題目立、幸若
舞、西浦田楽）でもちいられているテクスト
やその伝承のための楽譜の使用場面につい
て検討をおこなった。 
 ３つの芸能のうち、今回の調査期間、学習
過程にもっとも深くかかわることになった
芸能は、題目立であった。題目立保存会は、
ちょうど、練習用の新たなオーセンティック
なテクストを作成することを希望していた。
代表者は、保存会メンバーの様々な意見をと
りいれながら、そのテクストを完成させると
いう作業にとりくむことになった。この作業
の過程で大きくクローズアップされたこと
が、胡麻点の存在意義という問題である。じ
つは、題目立は、語り物であるが、そのテク
ストの文字には、胡麻点のような記号は一切
つけられていない。１句の文句を歌うために、
限られた複数の旋律が用意されており、文字
数に合わせて、そのどれを使うかが、およそ
予想がつくのである。したがって、シラブル
ごとの音の高さや長さの指示は必要ない。つ
まり、胡麻点のような記号はまったく必要と
されてこなかったし、実際そのように考えら
れてきた。しかしながら、テクスト作成の上
で問題になったのは、たとえば、「長音」を
どのように示すか、である。たとえば「候」
は、「そうろう」と書くべきか「そろ」と書
くべきか、あるいは「そうろ」とするか、が
問題になる（「そうろう」か「そおろお」か
という正書法と実際の発音の違いという問
題も、別にある）。「そうろう」「そうろ」「そ

ろ」、これらは、実際に歌われる音を聞いて
いると、どれとでも解釈できるものである。
しかしながら、歌い手は、その数をどれかに
定めないと、自信をもって歌えないのである。
こういった問題に直面したとき、われわれは、
胡麻点が、暗黙のうちに、歌い手に対して自
信を与えるものとなることを知った。つまり、
胡麻点は、１句が歌われる時間進行上の、あ
るいはリズム上の枠組み（あるいはガードレ
ール）を提供しているということを知ったの
である。研究代表者が、この研究を通じて、
胡麻点の大切な機能として認めることにな
ったのが、この点である。同様の問題は、西
浦田楽や幸若舞のような語りを中心とする
芸能には多くみられる。 
 
（３）「節」や「胡麻点」の解説書の読解か
ら見えてきたこと 
 研究の過程において、江戸期から現代まで
の、節についての解説書をある程度蒐集する
ことができた。以前、「地拍子」に焦点をあ
てた科研の成果として、『能の地拍子研究文
献目録』（2006 年、基盤研究 C）をまとめた
が、大変有意義な成果であった。今回もそれ
をモデルに、「節」にかんする研究文献解題
の作成を目指したのであるが、果たせなかっ
た。将来の課題である。それが果たせなかっ
たのは、目録に収めるべき本の境界を定める
ことが難しかったという理由もあるが。 
 以下、蒐集した書物および謡本の読解作業
から見えてきたことについて、すこし述べて
おく。 
 シテ方の５流の比較の成果については、
（１）ですでに触れているが、補足しておき
たい。謡本は、近現代において、大きな進化
をとげてきている。その進化はしかし、まっ
たく新しい改革というかたちではなく、古い
ものの上に、新しい情報を補足するというか
たちでの進化である。したがって、あるもの
は、冗長であったりする。たとえば、宝生流
や観世流では、「横向き」「下向き」の胡麻点
が、情報的な価値を失っているにもかかわら
ず、そのまま残されている。たとえば、音が
下がるところで必ずつかわれている「下向
き」の胡麻点の箇所において、観世流では、
「下」といった漢字による指示を付加し、宝
生流では、漢字の指示、あるいは、胡麻点の
下にさらに小さな点（宝生流では、その小さ
な点を「胡麻点」と呼ぶ）を付加するのであ
る。それは明らかに冗長な記号であるが、そ
の冗長さは、新しい歌い方を生み出している
と考えられる。宝生流の謡は、音の上げ下げ
が、ゴツゴツ、角々していると言われること
が多いが、その特徴は、記号の冗長な付加に
よっても、生み出されていると言える。たと
えば、一般に謡では、「上」で示される音域
を歌っているときには、その音高よりも、２
度上にいけば、どこかでかならずもとにもど
る。また、短３度さがれば、それはかならず
もとにもどるのである。宝生流は、その自然



なはずの「もどる」動きに対しても、わざわ
ざ、小さな胡麻点によって、「上にあがれ」「下
にさがれ」といった指示をいちいち出してい
るのである。ゴツゴツするのは、こういった
冗長さも影響していると思われるのだ。 
 今回の研究の期間に、江戸中期に記された
岩井直恒と君家義知によって書かれた『そな
へはた』の序文を精読することができた。こ
の文章からは、節は、もともと印刷されてい
るもの（黒）と、師匠が伝承の過程において
付加するもの（朱）とに分類されて把握され
るべきであるとする思想を読み取ることが
できた。現在の謡本では、すべて黒い色で印
刷されているものの一部分は、もともとは胡
麻点に対する付加情報であり、それがだんだ
ん、胡麻点と一体化してきているという見通
しをえることができた。つまり、そのように
全体を黒くしてしまったことは、本来、黒と
朱という色によって、謡の歌い方の技術を
「基本」と「応用」にはっきりと二分すると
いう、合理的な把握の精神があったにもかか
わらず、それが時代をへるにしたがってなし
くずしにされていったということになる。今
後は、この見通しにそって、そもそも応用的
な部分であった朱で書かれた補助記号が、黒
色に化けて規範化していくという過程につ
いて、さらに個別に、具体的に追っていく作
業をおこなっていきたい。 
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